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世界の石油化学製品の今後の需給動向
平成１６年３月
経済産業省
製造産業局化学課
	１．世界のエチレン系誘導品及びエチレンの需給


(1) 世界のエチレン系誘導品の需要

	· 　２００２年の世界のエチレン系誘導品需要実績（エチレン換算）は、９４．９百万㌧（前年比＋４．７％増）。２００３年の需要は、９８．３百万㌧（前年比＋３．５％増）で、北米、韓国は減少したものの、総じて堅調で、特に中国の需要の伸びが目立つ（前年比＋１４．４％）。
· 　２００３年以降、世界全体で安定的な経済成長が達成されることを前提に、各国・地域ごとの需要見通しを積み上げると、２００２～２００８年の世界全体の需要の伸びは年平均＋４．９％、２００８年の需要量は１２６．８百万㌧（２００２年比で＋３１．９百万㌧）となる見通し。

· 　需要の伸びは地域別に傾向が異なり、アジア地域が年平均＋６．７％程度。中国の需要増が大きく、中国１ヶ国のみで、２００２年から２００８年までの間に１１．２百万㌧の需要増。一方、北米は年平均＋３．６％、西欧は年平均＋２．２％の安定成長で推移する見通し。

· 　日本における需要は、２００２年の実績５．５百万㌧、２００３年の実績５．６百万㌧に対し、一定程度の経済成長を見込みつつも、製品輸入の拡大、ユーザーの海外移転の動き等を考慮し、２００８年は５．４百万㌧程度と見通している。


【表１－１】　世界のエチレン系誘導品の需要（エチレン換算）        　　　　　　（単位：百万ﾄﾝ）

	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	需要  2002
  2008
	94.9
126.8
	33.7
49.7
	3.9
4.6
	2.6

3.3
	13.5
24.6
	4.5
6.0
	2.7
4.4
	5.5
5.4
	21.8
24.8
	24.1
29.8
	2.2
3.7

	増加幅 02-08
	31.9
	16.1
	0.7
	0.7
	11.2
	1.5
	1.7
	‐0.1
	3.0
	5.7
	1.5

	伸び率 02-08
	4.9%
	6.7%
	2.7%
	4.2%
	10.6%
	5.4%
	8.5%
	‐0.3%
	2.2%
	3.6%
	9.2%


【表１－２】　世界のエチレン系誘導品の需要推移（エチレン換算）   　　　　　（単位：百万ﾄﾝ）

	
	2002
	2003
	2004
	2005
	2006
	2007
	2008
	平均伸び率
02-08

	需　要　量
	94.9
	98.3
	103.4
	108.7
	114.5
	120.8
	126.8
	－

	対前年増加率
	4.7%
	3.5%
	5.1%
	5.2%
	5.3%
	5.5%
	5.0%
	4.9%


(2) 世界のエチレン系誘導品の生産能力

	· 　世界のエチレン系誘導品の生産能力（エチレン換算）は、２００２年末時点で１１２．６百万㌧。現在計画されている生産能力新増設計画に基づくと、２００８年末の生産能力は１３１．４百万㌧（２００２年比で＋１８．８百万㌧）で、年平均＋２．６％で増加する見通し。

· 　原料であるエチレン（モノマー）の生産能力は、２００２年末の１０９．３百万㌧から、２００８年に１２８．０百万㌧に増加する見通し（年平均伸び率＋２．７％）。

·  中東及び中国における大幅な能力増加が見込まれる。


【表１－３】世界のエチレン系誘導品の生産能力（エチレン換算） 　　　　　　　 　　　　（単位：百万ﾄﾝ）
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	能力  2002

  2008
	112.6

131.4
	33.7

40.3
	5.7
5.9
	3.2

3.8
	6.9

11.7
	7.0

7.7
	3.0

3.4
	8.0

7.8
	25.1

26.6
	31.9

33.0
	7.8

14.6

	増加幅 02-08
	18.8
	6.6
	0.3
	0.6
	4.8
	0.7
	0.5
	‐0.2
	1.5
	1.1
	6.8

	伸び率 02-08
	2.6%
	3.0%
	0.7%
	2.9%
	9.2%
	3.1%
	2.4%
	‐0.3%
	0.9%
	0.6%
	11.1%


（注）この見通しにおいては、確度の高い新増設計画のみを集計に入れており、生産能力の伸びはこの推計を上回る可能性が高い。
【表１－４】世界のエチレン（モノマー）の生産能力　                      　 （単位：百万ﾄﾝ）
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	能力  2002

  2008
	109.3

128.0
	29.6

37.6
	5.5

5.8
	2.5

4.1
	5.5

9.9
	6.0

6.3
	2.9

4.2
	7.2

7.4
	23.4

24.9
	33.3

33.0
	8.7

15.8

	増加幅 02-08
	18.7
	8.0
	0.3
	1.6
	4.4
	0.3
	1.3
	0.2
	1.5
	‐0.3
	7.0

	伸び率 02-08
	2.7%
	4.1%
	0.8%
	8.6%
	10.3%
	3.0%
	6.1%
	0.4%
	1.1%
	‐0.1%
	10.3%


（注）この見通しにおいては、確度の高い新増設計画のみを集計に入れており、生産能力の伸びはこの推計を上回る可能性が高い。
(3) 世界のエチレン系誘導品需給バランス

	· 現時点での確度の高い新増設計画をもとに考えると、中国における供給増は需要増に追いつかないため、中国のエチレン系誘導品の輸入超過はさらに拡大し、２００８年には１４．４百万㌧に達すると見込まれる。アジア全体では１５．１百万㌧の輸入ポジションとなることが見通される。

· 一方で、中東における輸出超幅はさらに拡大し、２００８年には１０．１百万㌧に達する。

· 特にＬＤＰＥ、ＨＤＰＥ、ＥＧといった製品で、アジアの入超幅と中東の出超幅がともに大幅に拡大する見込みであり、中東からアジアへの流入が増大する。


【表１－５】世界のエチレン系誘導品の需給バランス（エチレン換算）　　　　　　　（単位：百万ﾄﾝ）
	
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	2002
	生産
	95.4
	28.8
	5.6
	2.7
	6.0
	5.1
	2.4
	7.0
	21.2
	27.9
	7.5

	
	需要
	94.9
	33.7
	3.9
	2.6
	13.5
	4.5
	2.7
	5.5
	21.8
	24.1
	2.2

	
	バランス
	0.4
	‐4.9
	1.7
	0.1
	‐7.4
	0.6
	‐0.3
	1.5
	‐0.6
	3.8
	5.3

	2008
	生産
	116.9
	34.7
	5.2
	3.1
	10.2
	6.3
	3.0
	6.9
	22.7
	31.6
	13.8

	
	需要
	126.8
	49.7
	4.6
	3.3
	24.6
	6.0
	4.4
	5.4
	24.8
	29.8
	3.7

	
	バランス
	-9.9
	‐15.1
	0.6
	‐0.2
	‐14.4
	0.2
	‐1.3
	1.5
	‐2.1
	1.8
	10.1


（注）現時点での確度の高い新増設計画をもとに、各国毎に需要及び生産も見通しているため、世界計での生産量と需要量は一致していない。（生産量は慎重な見通しになっているため、供給が需要を下回っている。）

【表１－６】日本のエチレン需給の見通し（エチレン換算）　　　　　　　　　　　　（単位：万㌧）

	
	実績
	見通し
	伸び率

	
	2002
	2003
	2006
	2008
	02～08

	エチレン誘導品内需
	547
	556
	543
	537
	-0.3%

	エチレン誘導品輸出入バランス
	150
	157
	153
	149
	0.1%

	エチレン誘導品生産

（＝エチレンモノマー内需）
	697
	714
	696
	686
	-0.3%

	エチレンモノマー輸出入バランス
	18
	23
	18
	8
	

	エチレン生産
	715
	737
	715
	694
	-0.5%


【表１－７】エチレン系誘導品の製品別需給バランス（エチレン換算）　　　　（単位：百万ﾄﾝ）
　　○アジア
	
	
	計
	LDPE
	HDPE
	SM
	PVC
	EG

	２００２
	能力
	33.7
	10.2
	9.2
	2.8
	5.7
	3.4

	
	生産
	28.8
	8.7
	7.9
	2.7
	5.2
	3.0

	
	需要
	33.7
	9.9
	8.5
	3.0
	5.2
	5.3

	
	バランス
	‐4.9
	‐1.2
	‐0.6
	‐0.3
	‐0.0
	‐2.3

	２００８
	能力
	40.3
	12.0
	10.7
	3.9
	6.9
	4.3

	
	生産
	34.7
	10.5
	9.3
	3.5
	6.5
	3.8

	
	需要
	49.7
	15.0
	12.3
	4.3
	7.6
	8.7

	
	バランス
	－15.1
	‐4.5
	‐3.0
	‐0.8
	‐1.1
	‐4.9


· 中東

	
	
	計
	LDPE
	HDPE
	SM
	PVC
	EG

	２００２
	能力
	7.8
	2.7
	2.3
	0.3
	0.3
	1.7

	
	生産
	7.5
	2.5
	2.2
	0.3
	0.3
	1.6

	
	需要
	2.2
	0.7
	0.6
	0.1
	0.3
	0.1

	
	バランス
	5.3
	1.8
	1.6
	0.2
	0.0
	1.5

	２００８
	能力
	14.6
	5.0
	4.3
	0.6
	0.5
	3.2

	
	生産
	13.8
	4.9
	3.8
	0.5
	0.5
	3.0

	
	需要
	3.7
	1.0
	0.9
	0.1
	0.4
	0.4

	
	バランス
	10.1
	3.2
	2.8
	0.4
	0.1
	2.6


· アジア＋中東

	
	
	計
	LDPE
	HDPE
	SM
	PVC
	EG

	２００２
	バランス
	0.4
	0.6
	1.0
	-0.1
	-0.0
	-0.8

	２００８
	バランス
	-5.0
	-1.3
	-0.2
	-0.7
	-1.1
	-2.3


２．世界のプロピレン系誘導品及びプロピレン需給
 (1) 世界のプロピレン系誘導品需要

	· 　プロピレン系誘導品の世界の需要（プロピレン換算）は、２００２年の５６．２百万㌧から２００８年には７７．１百万㌧に増加すると見込まれ、年平均伸び率は５．４％とエチレン系誘導品を上回る伸び。

· 　地域別の需要の伸びは、アジア地域が年平均＋６．１％、北米が＋５．４％、西欧が＋３．３％。国別には、中国（＋８．７％）などが高い伸び。


【表２－１】世界のプロピレン系誘導品の需要（プロピレン換算）

（単位：百万ﾄﾝ）
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東


	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	需要  2002

  2008
	56.2

77.1
	20.4

29.0
	1.7

2.1
	1.0

1.3
	8.3

13.7
	2.7
3.4
	1.6

2.8
	4.6

5.3
	14.4

17.5
	13.9

19.1
	1.3

2.2

	増加幅 02-08
	20.9
	8.7
	0.3
	0.3
	5.4
	0.7
	1.2
	0.7
	3.1
	5.2
	0.9

	伸び率 02-08
	5.4%
	6.1%
	2.8%
	4.1%
	8.7%
	5.3%
	9.7%
	2.4%
	3.3%
	5.4%
	9.1%


(2) 世界のプロピレン系誘導品の生産能力

	· 　世界のプロピレン系誘導品の生産能力（プロピレン換算）は、２００２年末時点で６２．８百万㌧。現在計画されている生産能力新増設計画に基づくと、２００８年末の生産能力は７６．８百万㌧（２００２年比で＋１４．０百万㌧）で、年平均＋３．４％で増加する見通し。

· 　２００２～２００８年の地域ごとの生産能力年平均伸び率は、アジアが＋４．１％、北米が＋３．５％、西欧が＋０．３％、中東が＋１４．０％。
· 　原料であるプロピレン（モノマー）の生産能力は、２００２年末の６７．４百万㌧から、２００８年に８２．５百万㌧に増加する見通し（年平均伸び率＋３．４％）。


【表２－２】世界のプロピレン系誘導品の生産能力（プロピレン換算）

 　（単位：百万ﾄﾝ）

	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	能力  2002

  2008
	62.8

76.8
	21.4

27.2
	3.2

3.5
	1.4

2.2
	6.0　10.2
	4.0
4.2
	1.5

1.5
	5.2

5.6
	16.4

16.7
	16.7

20.5
	1.5

3.4

	増加幅 02-08
	14.0
	5.8
	0.3
	0.7
	4.2
	0.2
	0.0
	0.4
	0.3
	3.9
	1.8

	伸び率 02-08
	3.4%
	4.1%
	1.3%
	6.8%
	9.2%
	1.9%
	0.0%
	1.3%
	0.3%
	3.5%
	14.0%


（注）この見通しにおいては、確度の高い新増設計画のみを集計に入れており、生産能力の伸びはこの推計を上回る可能性が高い。
　【表２－３】世界のプロピレン（モノマー）の生産能力                       （単位：百万ﾄﾝ）

	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	能力  2002

  2008
	67.4

82.5
	20.7

26.4
	3.7

3.9
	1.3

2.6
	5.2

8.5
	3.5
4.0
	1.5

1.5
	5.5

5.9
	16.6

17.5
	20.4

25.0
	2.0

4.1

	増加幅 02-08
	15.1
	5.7
	0.2
	1.3
	3.3
	0.5
	0.0
	0.4
	1.0
	4.6
	2.0

	伸び率 02-08
	3.4%
	4.1%
	0.9%
	12.1%
	8.5%
	2.0%
	0.0%
	1.2%
	0.9%
	3.5%
	12.3%


（注）現時点で確度の高い新増設計画のみを集計に入れており、実際の生産能力の伸びはこの推計を上回る可能性が高い。

(3) プロピレン系誘導品及びプロピレンの需給バランス

	· 　プロピレン系誘導品についても、中国における供給の増加は需要の増加に追いつかず、中国の輸入超過がさらに拡大し、２００８年には５．４百万㌧に達する見込み。

· アジア全体では４．６百万㌧の輸入ポジションとなる見通し。


【表２－４】世界のプロピレン系誘導品の需給バランス（プロピレン換算）

                                                              （単位：百万ﾄﾝ）

	
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	2002
	生産
	55.9
	19.3
	3.0
	1.2
	5.6
	3.2
	1.4
	5.0
	14.7
	15.4
	1.4

	
	需要
	56.2
	20.4
	1.7
	1.0
	8.3
	2.7
	1.6
	4.6
	14.4
	13.9
	1.3

	
	バランス
	-0.3
	-1.0
	1.3
	0.2
	-2.8
	0.5
	-0.2
	0.4
	0.3
	1.5
	0.1

	2008
	生産
	71.3
	24.4
	3.3
	1.7
	8.3
	4.1
	1.4
	5.6
	16.1
	19.6
	3.0

	
	需要
	77.1
	29.0
	2.1
	1.3
	13.7
	3.4
	2.8
	5.3
	17.5
	19.1
	2.2

	
	バランス
	-5.8
	-4.6
	1.2
	0.3
	-5.4
	0.7
	-1.4
	0.4
	-1.4
	0.5
	0.8


（注）現時点での確度の高い新増設計画をもとに、各国毎に需要及び生産も見通しているため、世界計での生産量と需要量は一致していない。（生産量は慎重な見通しになっているため、供給が需要を下回っている。）

【表２－５】世界のプロピレン（モノマー）の需給バランス　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：百万ﾄﾝ）
	
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	2002
	生産
	57.5
	20.3
	3.7
	1.4
	5.3
	3.4
	1.3
	5.3
	14.3
	15.8
	1.5

	
	需要
	57.9
	20.7
	3.6
	1.7
	5.6
	3.6
	1.4
	5.0
	14.7
	15.5
	1.4

	
	バランス
	-0.4
	-0.4
	0.1
	-0.2
	-0.3
	-0.2
	-0.2
	0.3
	-0.4
	0.3
	0.2

	2008
	生産
	72.1
	25.3
	4.0
	2.3
	7.8
	3.8
	1.4
	5.9
	15.8
	19.9
	3.2

	
	需要
	73.0
	25.7
	3.8
	2.0
	8.3
	4.4
	1.4
	5.6
	16.1
	19.6
	3.0

	
	バランス
	-1.0
	-0.4
	0.2
	0.3
	-0.5
	-0.6
	0.0
	0.3
	-0.3
	0.3
	0.2


（注）現時点での確度の高い新増設計画をもとに、各国毎に需要及び生産も見通しているため、世界計での生産量と需要量は一致していない。（生産量は慎重な見通しになっているため、供給が需要を下回っている。）

３．世界の芳香族及び誘導品需給
(1) 世界の芳香族の需給

	· 　２００２における世界のベンゼン、トルエン、キシレン需要実績値は、それぞれ３３．６百万㌧（前年比＋６．７％）、１５．０百万㌧（＋２．１％）、２３．３百万㌧（＋３．４％）。

·  ２００２～２００８年における需要の年平均伸び率見通しは、ベンゼン＋３．８％、トルエン＋４．１％、キシレン＋６．３％。

· 　他方、世界のベンゼン、トルエン、キシレンの２００２～２００８年の生産能力の年平均伸び率見通しは、それぞれ＋１．６％、＋４．５％、＋２．６％。

· アジアにおけるトルエン及びキシレンの需要超過が拡大する見通し。


【表３－１】世界のベンゼンの需要、生産能力、需給バランス

世界のベンゼンの需要           　　　　　　             　     　　　　（単位：百万トン）
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	需要
  2002

  2008
	33.6
42.1
	12.6
16.4
	2.5

3.0
	1.3

1.7
	2.3

3.8
	1.8
2.4
	0.6

1.0
	4.1

4.6
	7.4

8.4
	9.1
10.3
	1.2
2.8

	増加幅
 02-08
	8.5
	3.8
	0.4
	0.5
	1.4
	0.6
	0.4
	0.5
	0.9
	1.2
	1.7

	伸び率
 02-08
	3.8%
	4.5%
	2.7%
	5.2%
	8.2%
	8.5%
	9.0%
	1.8%
	1.9%
	2.0%
	16.0%


世界のベンゼンの生産能力     　　　　　                      　　　  （単位：百万トン）
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	能力
  2002

  2008
	43.6

48.1
	14.2

16.7
	2.7

3.2
	1.1

1.1
	2.4

4.1
	1.8
2.2
	0.8

0.8
	5.4

5.4
	9.3

9.6
	11.0

10.8
	1.9

3.5

	増加幅
 02-08
	4.5
	2.6
	0.5
	0.0
	1.7
	0.4
	0.0
	0.0
	0.2
	‐0.3
	1.6

	伸び率
 02-08
	1.6%
	2.8%
	2.9%
	0.5%
	9.3%
	5.9%
	0.0%
	0.0%
	0.4%
	‐0.4%
	10.3%


（注）確度の高い新増設計画のみを集計に入れており、生産能力の伸びはこの推計を上回る可能性が高い。
世界のベンゼンの需給バランス　　 　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　（単位：百万ﾄﾝ）
	
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	  2002
  2008
	‐0.5

‐0.7
	0.3

0.4
	‐0.4

‐0.7
	‐0.2
0.1
	‐0.3
‐0.4
	0.0

‐0.3
	0.2
0.1
	‐0.0
0.0
	‐1.2
‐0.8
	0.0

‐0.4


（注）この見通しは、現時点で確度の高い新増設計画のみを考慮に入れて各国毎に需要及び生産見通しを作成しているため、世界計での生産量と需要量は一致していない。
【表３－２】世界のトルエンの需要、生産能力、需給バランス

世界のトルエンの需要                    　　　　　   　　　         　（単位：百万トン）
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	需要
  2002

  2008
	15.0
19.1
	4.4
7.3
	0.5

1.4
	0.3
0.3
	1.3

2.8
	0.4
0.7
	0.4

0.6
	1.5

1.6
	1.9

1.8
	6.1
6.8
	0.6

0.7

	増加幅
 02-08
	4.1
	2.9
	0.8
	0.0
	1.5
	0.2
	0.2
	0.1
	‐0.0
	0.7
	0.0

	伸び率
 02-08
	4.1%
	8.7%
	17.3%
	1.7%
	13.2%
	10.3%
	7.0%
	1.2%
	‐0.3%
	1.7%
	1.0%


世界のトルエンの生産能力 　　　　　                  　　　         　（単位：百万トン）
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	能力
  2002

  2008
	18.9

24.5
	5.6

6.5
	1.9

1.9
	0.1

0.1
	1.0

1.7
	0.7
0.9
	0.3

0.3
	1.6

1.6
	2.6

2.6
	6.0

10.5
	0.7

0.7

	増加幅
 02-08
	5.6
	0.8
	‐0.0
	0.0
	0.7
	0.2
	0.0
	0.0
	0.0
	4.5
	0.0

	伸び率
 02-08
	4.5%
	2.3%
	0.0%
	0.0%
	8.9%
	7.1%
	0.0%
	0.0%
	0.0%
	9.9%
	0.0%


（注）確度の高い新増設計画のみを集計に入れており、生産能力の伸びはこの推計を上回る可能性が高い。
世界のトルエンの需給バランス　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万ﾄﾝ）
	
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	  2002
  2008
	0.1
‐1.7
	1.1

0.4
	‐0.2

‐0.2
	‐0.8
‐1.6
	0.1

0.0
	‐0.1

‐0.3
	0.1
0.0
	0.2
0.4
	‐0.1

‐0.4
	0.0

0.0


（注）現時点で確度の高い新増設計画のみを考慮に入れて各国毎に需要及び生産見通しを作成しているため、世界計での生産量と需要量は一致していない。
【表３－３】世界のキシレンの需要、生産能力、需給バランス

世界のキシレンの需要       　　　　　         　　　                 （単位：百万トン）
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	需要
  2002

  2008
	23.3

33.5
	12.4

18.0
	2.6

3.2
	1.4

1.7
	1.4

4.2
	1.0

1.3
	1.6

2.4
	4.4

5.1
	2.7

3.8
	5.3

6.4
	1.1

2.7

	増加幅
 02-08
	10.3
	5.6
	0.6
	0.3
	2.9
	0.3
	0.8
	0.7
	1.1
	1.1
	1.7

	伸び率
 02-08
	6.3%
	6.4%
	3.8%
	3.2%
	20.7%
	3.7%
	7.0%
	2.3%
	6.1%
	3.2%
	17.0%


世界のキシレンの生産能力　　                       　　　          （単位：百万トン）
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	能力
  2002

  2008
	34.6
40.3
	14.7
16.9
	2.4

2.5
	1.4

1.4
	2.5

3.8
	0.9

1.1
	1.7

2.3
	5.8
5.8
	4.6

4.6
	9.3

10.3
	1.6

3.8

	増加幅
 02-08
	5.7
	2.2
	0.2
	0.0
	1.3
	0.1
	0.6
	0.0
	0.0
	1.0
	2.2

	伸び率
 02-08
	2.6%
	2.3%
	1.1%
	0.0%
	7.2%
	2.0%
	5.1%
	0.0%
	0.0%
	1.8%
	15.9%


（注）確度の高い新増設計画のみを集計に入れており、生産能力の伸びはこの推計を上回る可能性が高い。
 世界のキシレンの需給バランス 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万ﾄﾝ）
	
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	  2002
  2008
	 ‐0.5
 ‐2.2
	‐0.6
‐1.1
	‐0.2
‐0.4
	‐0.0

‐0.6
	‐0.1
‐0.1
	 0.1
‐0.3
	 0.5
 0.4
	 1.0

 0.3
	 0.8

 0.9
	 0.1
 0.8


（注）この見通しは、現時点で確度の高い新増設計画のみを考慮に入れて各国毎に需要及び生産見通しを作成しているため、世界計での生産量と需要量は一致していない。
(2) 世界のパラキシレン、ＰＴＡの需給

	· 　２００２年における世界のパラキシレン需要実績値は、１８．７百万㌧（前年比＋９．２％）、　ＰＴＡの需要実績値は２５．４百万㌧（＋９．１％）。ＰＴＡについては、需要全体の７割程をアジアが占めている。

· 　２００２～２００８年の需要の年平均伸び率見通しは、パラキシレンが＋６．８％、ＰＴＡが＋８．３％と、今後とも高い伸びが予想される。

· 　パラキシレン、ＰＴＡともにアジアの需要超過が大幅に拡大する見通し。


【表３－４】世界のパラキシレンの需要、需給バランス　　　

世界のパラキシレンの需要　    　　　　　                          （単位：百万トン）
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	需要
  2002

  2008
	18.7

27.8
	12.2

18.3
	3.1

4.5
	2.7

3.6
	1.7

4.4
	2.2
2.8
	1.1

1.6
	1.2

1.1
	2.2

3.1
	2.8

3.9
	0.3

0.8

	増加幅
 02-08
	9.1
	6.1
	1.3
	0.9
	2.7
	0.6
	0.5
	‐0.1
	0.9
	1.1
	0.5

	伸び率
 02-08
	6.8%
	7.0%
	6.1%
	5.0%
	17.3%
	5.4%
	7.0%
	‐1.4%
	6.1%
	5.5%
	19.7%


　　世界のパラキシレンの需給バランス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万ﾄﾝ）
	
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	  2002
  2008
	‐0.4
‐2.3
	0.3

‐0.8
	‐1.6
‐2.5
	‐0.2

‐1.3
	‐0.5
‐0.0
	0.2

0.3
	1.7

2.3
	‐0.2

‐0.3
	1.0
1.0
	0.2
1.4


（注）この見通しは、現時点で確度の高い新増設計画のみを考慮に入れて各国毎に需要及び生産見通しを作成しているため、世界計での生産量と需要量は一致していない。
【表３－５】世界のＰＴＡの需要、需給バランス　　　　

世界のＰＴＡの需要　　　　　　    　　　　　                          （単位：百万トン）
	
	世界計
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	需要
  2002

  2008
	25.4
41.0
	17.1
28.7
	3.0
4.3
	2.7
3.3
	6.3
14.2
	2.5
3.6
	1.4
2.0
	0.9
0.9
	2.4
2.9
	4.1
5.3
	0.1

0.9

	増加幅
 02-08
	15.6
	11.6
	1.3
	0.6
	7.9
	1.0
	0.7
	‐0.1
	0.4
	1.3
	0.8

	伸び率
 02-08
	8.3%
	9.0%
	6.1%
	3.7%
	14.6%
	7.0%
	7.0%
	‐1.1%
	2.8%
	4.6%
	37.3%


　　 　

　　世界のＰＴＡの需給バランス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万ﾄﾝ）
	
	アジア計
	西欧
	北米
	中東

	
	
	韓国
	台湾
	中国
	ｱｾｱﾝ
	ｲﾝﾄﾞ
	日本
	
	
	

	  2002
  2008
	‐0.3
‐5.1
	1.5

0.7
	0.9
1.2
	‐4.3
‐7.9
	0.7
0.6
	0.2
‐0.2
	0.7
0.5
	‐0.1
0.3
	‐0.0
‐0.0
	0.1
0.1


（注）この見通しは、現時点で確度の高い新増設計画のみを考慮に入れて各国毎に需要及び生産見通しを作成しているため、世界計での生産量と需要量は一致していない。
４．世界の主要国・地域の石油化学産業の動向
(1) アジア

	· 　中期的には高い経済成長が見込まれる地域。特に中国においては、堅調な内需により８％程度のＧＤＰ成長率が見込まれ、石油化学製品の需要が拡大する見通し。

· 　中国において大規模な増設計画が検討されているが、旺盛な需要から中国の輸入は増加する見込み。


1 日本

· 石化製品のユーザーの海外移転及びアジア諸国からの製品輸入の拡大によって、石化製品の内需は微減で推移する見込み。
2 韓国
· ２００３年は７％の経済成長を目指したが、世界経済の下降局面を受け、下方修正を余儀なくされた。２００４年の経済成長率は概ね５．３％と見込まれる。
· 韓国の石化製品の輸出比率は現在の４５％から2005年には半分の２０％台で推移するとの予想。２００３年の石化製品輸出総額は９４億ﾄﾞﾙ、内４９％の４６億ドルが香港を含む中国への輸出で、汎用品が中心であったがＬＧ化学、コーロンなど積極的に中国拠点を構築し始めていることより、今後段階的に輸出が減少する見通し。
3 台湾

· ２００３年の台湾経済は、成長率３．２％の見込み。２００４年は民間需要の回復や「挑戦2008 国家発展重点計画」の経済成長率5%達成を目指した公共投資等により、通年で概ね4.2%前後の経済成長率が予想されている。
· 台湾プラスチックグループ（ＦＰＧ）の総額３６億ﾄﾞﾙにのぼる雲林県麦寮での第三期計画がスタートした。2005年に年産１２０万ﾄﾝのナフサクラッカー設備の完成を目指し、エチレン総能力は２８０万ﾄﾝ／年とアジア最大の石化拠点が確立されることになる。
4 中国

· ２００３年の経済成長は、SARSの影響から鈍化すると見込まれたが、最終的には政府目標の7％を大きく上回り、1997年以来で最も高い伸びを記録した。この傾向は、２００８年の北京オリンピック・２０１０年の上海万博開催までは引き続くと見込まれる。
· 次期大型新設エチレン計画については揚子BASF（エチレン年産６０万トン）,上海SECCO（同９０万トン）,SHELL南海（同８０万トン）が2005～2006年にかけて稼動の予定である。これらに引き続いて、EXXON MOBILの福建・広州の２プロジェクト、上海市では、上海SECCOにつづいて、2010年にリファイナリー1000万トン・エチレン100万トンの新設が計画されている。一方、既存エチレンコンビナートの増設は、２００７年までに、茂名石化・斉魯石化等で合計約１００万トン予定されている。
(2) 西欧

	○２００３年のEU15ｶ国全体での経済成長率は0.5%の見込み。今後は米国を軸とした世界経済の回復に伴い、外需主体の緩やかな回復が続く見込みで本年度のEU15カ国の実質GDPは2%前後と見込まれる。

○90年代から続いている石化産業の再編の動きは2002年にはSABICがｵﾗﾝﾀﾞDSMの石化部門を買収した後は 大きな動きは見られない。
· 欧州では大型な新設ｴﾁﾚﾝ計画はなく、各社需要増に見合ったﾃﾞﾎﾞﾄﾙにて対応する計画で2002年末から2008年迄に合計約150万ﾄﾝの増設計画のみである。


(3) 米州（米国）

	○2003年は回復基調を続け、3.1パーセントのGDP成長率を示した。GDPは2004年には4.0パーセントに、2005年が3.0パーセント、以降2008年まで平均2.7パーセントで成長を続けるものと予測される。

○石油化学業界は2003年前半は原料となる天然ガス価格の高騰などで振るわなかったが後半に回復し、年末には需要は強含みで採算も回復しつつある。

· 2004年については全般的な採算は依然エネルギー価格の高騰と中東情勢の不確実性に影響を受けているが、明るい面としては、能力削減により市場はタイト気味で価格は上昇している点が上げられる。


(4) 中東

	· 中東の石油化学産業は産油依存経済からの自立化、資源の有功利用、利益源の多様化を目的とし、政府主導にて外国企業の資本、技術力、事業運営のﾉｳﾊｳを導入し展開されている。

· 2001年初めｻｳｼﾞにて大型ｴﾁﾚﾝﾌﾟﾗﾝﾄが3基（230万ﾄﾝ）稼動を開始したが、その後もｱﾌﾞﾀﾞﾋﾞ、ｶﾀｰﾙ、ｲﾗﾝにて新設ﾌﾟﾗﾝﾄの稼動が予定されており、更に2005年～10年に掛けても大型石化計画の検討が行われている。




　　

（注）　本文に関し、
　(1) アジアには中東を含まない。また、トルコは中東には含まれず、西欧に含まれる。
　(2) 能力は年間能力を示す。

　(3) 伸び（又は伸び率）に関し、特に言及がない場合は年平均伸び（又は伸び率）を示す。

（参考）

世界の石油化学製品の今後の需給動向の算出方法
１．生産能力
　現時点の生産能力に、これまでに明らかにされている新増設計画のうち、２００８年までに稼働が見込まれるものを国別、品目別に集計して加えて算出。
２．生産量
　上記生産能力を前提とし、さらに生産量に影響を与える諸要因（過去の稼動実績、国・地域における需要量の見通し等）を加味して、国・地域ごとの生産量見通しを算出。
３．需要量（内需）
(1) 実績値
生産量の実績値から、輸入量を加え、さらに輸出量を差し引いて算出。（なお、製品の形態での輸出量、輸入量は内需の動向には反映されていない。）

・需要（内需）＝（生産＋輸入）－輸出
(2) 見通し
基本的にはＧＤＰの中期的な成長率の見通しをベースに、中期的に見込まれる需要弾性値を乗じて製品ごとに需要量の見通しを算出。但し、国ごとに個々の状況を踏まえた算出方法をとっているケースもある。

なお、エチレン、プロピレンの需要は、誘導品の生産量の見通しをもとに算出。
４．需給バランス
  　国別、製品別に生産と需要の差により算出。

  ・需給バランス＝生産－需要
５．エチレン原単位

各誘導品のエチレン換算及びプロピレン換算原単位については、以下の数値を用いた。

　ＬＤＰＥ：0.98、ＨＤＰＥ：1.04、ＳＭ：0.29、ＰＶＣ：0.50、ＶＣＭ：0.49、ＥＤＣ：0.29、ＥＧ：0.66

 ＰＰ：1.03、ＡＮ：1.09

６．エチレン換算式

生産：(LDPE) + (HDPE) + (SM) + (EG) + (PVC) + (VCMのバランス) + (EDCのバランス) + (その他)

内需：(LDPE) + (HDPE) + (SM) + (EG) + (PVC) + (その他)
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